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１．はじめに
　−“収入”と“財産”をめぐる論争−
　今はもう、既に死語となっている「玉の輿に乗る」
あるいは「逆タマ」という言葉があるが、前者は金
持ちの男性の家に女性が嫁ぐことを意味し、後者は
それとは逆に、お金持ちの家の娘をお嫁さんにもら
うこと（狭義には「お婿さんに入ること」）を言った

ものだ。つまり、お金持ちと結婚すれば、あっとい
う間に自分もお金持ちファミリーの一員となり、裕
福な暮らしが約束される、というものだ。ある意味
では、現代版のシンデレラストーリーのようなもの
だと言ってもよいだろう。
　けれども、「ここで言う“お金持ち”って、いっ
たい何?!」と、正確な定義を改めて尋ねると、その
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中身というのは人それぞれであるということがある。
極端な例を言ってしまえば、それは果たして「収入
が多い人」なのか、それとも「財産が多い人」なの
かということである。もちろん、その両方が備わっ
ているのであればそれに越したことはないが、極端
な話、「財産は多いが、収入が少ない男性」と「収入
は多いものの、殆ど貯金がない（財産がない）男性」
とが居て、そのどちらかと結婚することができる状
況に置かれたとして、昔のいわゆる“玉の輿”を目
指す女性は、そのどちらと結婚したらよいのかとい
うことである。
　今更ここで言うまでもないが、二人同時に結婚し
てしまうのは"重婚罪"というれっきとした犯罪なの
で、両方同時に結婚することはできず、どちらかを
選ばねばならない。いずれか一方と結婚すれば、他
方とは結婚できない。収入の多い男性を選ぶのか、
それとも財産の多いほうを選ぶのか。収入か、それ
とも財産か、という岐路に立たされているわけであ
る。あなただったら、どうするのだろうか?!
　実は、これは意外にも古くて新しい論争であり、
以前から言われているようでいて、結局は決着らし
い決着のついていない論争でもある。

２．収入か、それとも財産か?!
　この設例の場合、それぞれの男性についてのパー
ソナリティその他については、まったく問題にし
ていない。これはある種の思考実験なのであるから、
議論の的を絞り込んで単純化するためにも、余計な
要素は付けないほうが良い。
　そうしたうえで、あえて聞こうと思うのだが、も
しあなたがお金を貸すとしたら、どちらに貸すので
あろうか。
　こうして聞いてみると、先ほどの玉の輿の設例と
は異なり、特に男性の場合には、話がより具体的
かつ身近になってくるのがわかるであろう。それは、

“玉の輿”などというのは、特に一般の男性において
は、およそ考えたことも無い、であるからこそ想像
もつかないようなものであるのに対し、お金の貸し
借りというのは、誰でも一度は経験したことがあり、
かつ、これからも体験するようなものだからである。
何人かの方は、それこそ、借金を巡る“失敗”をし
たこともあるかもしれない。そう、お金を貸したが
ゆえに友情を失うことになったとか、親戚付合いが
途端に悪くなったりとか、そういったことである。
　ここで、収入が高いのに貯金がないというのは浪

費癖がある証拠だから、貸すのはちょっと考えもの
だとかいうのは、先に述べた「この設例の場合、…
パーソナリティその他については、まったく問題に
していない。これはある種の思考実験なのであるか
ら、議論の的を絞り込んで単純化するためにも、余
計な要素は付けないほうが良い。」という方針に反す
る。けれども実際には、ここまで読めば実感された
ように、身近な問題になればなるほど、自分にとっ
て身につまされるような話になればなるほど、余計
な要素が目につくようになり、そういった議論をし
たくなるものなのだ。
　けれども、やはり、そういった要素、つまりその
人物の背景とか、性格（キャラクター）とか、人間
性（パーソナリティー）とか、何となくの印象といっ
たようなものは排除して考えるようにしたい。そう
した上で考えたい。
　ちなみに、お金を貸すと、どうして失敗するのか。
例えば、借りるときにはこちらを神様のように言っ
ていた人物が、いざ返す段になると、その途端に悪
魔や鬼であるかのようにこちらを罵ってくる。これ
は本当によく見られることである。けれども、自分
の経験がどうだからとか、こういったことはけしか
らんとかいうことも、一切合財すべて排除して、「な
ぜ」を考えてみたい。　　
　同様に、純粋に「なぜ?!」ということで、では、な
ぜ人はお金を借りることになるのであろうか?!　そ
んなこと決まっている。お金が足りないからだ。そ
んなに声が聞こえてきそうである。でも、「じゃあ、
なぜお金がないの?!」、もっと現場に即して言えば

「収入が高いのに、なぜお金が無いの?!」ということ
になる。
　むろん、お金が無い理由などは、自分たちの生活
を見、そして周囲を見渡してみれば、色々と出てく
る。そう、浪費家だったとか、お金の管理がきちん
とできていなかったとか、貯金をする習慣がなかっ
たとか、急な出費があって往生していたとか、そう
いったものは色々と考えられるのである。いずれに
しても、借金を申し込んできた相手というのは、な
すべきことをなすのに必要なお金が無かった。返そ
うと思っても、返せるだけのお金が無かった。要す
るに、そういうことである。
　けれども、それを単純化して一言で言ってしまえ
ば、どういうことか?!　そう、新規事業にしろ、突
然の出費への対応にしろ、返済ということにしろ、
そこに充てられるだけの資産（財産）が無かったと


